
香川県高P連だより　第20号

第 号
香川県高等学校PTA連合会

香川県高 連だより 20
令和6年3月1日発行

制度に関するお問合わせ先　【取扱代理店】
㈲アワード　高松市出作町305-2　TEL：087-888-6131
TMG（トータルマネジメントグループ）　高松市円座町510-5 101　TEL：087-813-5808
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【引受保険会社】

高松支店 TEL：087-851-0196

香川県高等学校PTA連合会推薦 高校生総合保障制度ご案内
　県高P連が推薦する当保障制度は、生徒さんの24時間のケガ・
病気の補償はもとより、期せずして自転車事故の加害者となって
しまった場合の賠償金も補償されます。過去にも自転車事故や扶
養者の不慮の事故などで数千万円の保険金支払いがあり、当保障
制度により子供さんたちやご家族の経済的・精神的負担を和らげ
ることができると思っています。是非、この機会にご加入を検討
いただけますようお願い申し上げます。

パンフレット配布スケジュール

在校生は、終業式または始業式など、
新入学生は、合格説明会などで配布されます。

第一次募集締切：2024年3月31日（日）

補償（保険）期間：2024年4月1日（月）
　より１年間

※卒業まで自動更新

S-240278（2025-02）

令和６年度  主要行事予定案
5月23日（木） ●第1回定例理事会（高P連・振興会）

＊上記の行事以外にも新たな行事を実施する可能性があります。理事会等で審議
　のうえ、実施可能になりましたらあらためてご案内いたします。

6月11日（火） ●PTA活動推進功労者表彰式・高P連総会並びに
　教育振興会定時評議員会・第2回定例理事会

7月12日（金） ●第66回中国・四国地区高P連大会高知大会
　（1泊2日の高P連プランをご案内します）

7月25日（木） ●第2回定例理事会（高P連）・第3回定例理事会
　（振興会）

8月22日（木）・23日（金）●第73回全国高P連大会茨城大会
　（2泊3日の高P連プランをご案内します）

2月13日（木） ●第3回定例理事会（高P連）・第4回定例理事会
　（振興会）

10月18日（金）・19日（土）●第29回大学・専門学校訪問研修会（神戸方面の5
　校を訪問予定。8月初旬にご案内します）

11月9日（土） ●第2回県内大学・短大合同進学説明会

P T A  N E W S

●「香川県高等学校等PTA広報誌コンクール」応募受付開始！（令和6年3月1日～ 3月22日）
●令和6年度「知事・県教委等への要望内容」及び「振興奨励費助成金」の受付（令和6年4月1日～ 5月15日）

高Ｐ連より

祝　表　彰
～おめでとうございます～

令和5年度優良PTA文部科学大臣表彰（団体部門）

高松支援学校

　
12
月
９
日
（
土
）
、
か
が
わ
国
際
会
議

場
に
お
い
て
、
「
第
１
回
県
内
大
学
・
短

大
合
同
進
学
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
４
月
に
、
設
立
さ
れ
た
「
大
学
・
地

域
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
香
川
」
と
連

携
し
た
事
業
で
、
生
徒
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

や
進
路
実
現
の
支
援
、
各
大
学
・
短
大
の

特
色
や
改
革
の
動
き
の
紹
介
を
目
的
と
し

て
実
施
し
ま
し
た
。

　
第
一
部
で
は
、
代
々
木
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大

阪
南
校
主
幹
研
究
員
で
あ
る
山
根
正
義
氏

か
ら
、
「
保
護
者
の
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
ガ

イ
ダ
ン
ス
」
と
題
し
て
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。

　
講
演
で
は
、
最
近
の
大
学
改
革
の
動
向

に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
た
あ
と
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
な
ど
人
間
力
を
多
面
的
に

評
価
す
る
入
試
の
増
加
を
踏
ま
え
、
高
校

時
代
は
部
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
の
社
会
活
動
を
大
切
に
す
る
必
要
性
を

強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
香
川
県
内
に
は
ほ
ぼ
す
べ
て

の
学
部
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
大
学
時
代

の
学
び
は
県
内
で
ほ
ぼ
完
結
す
る
こ
と
や
、

県
内
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
展
開
や
大
卒

者
の
就
職
状
況
な
ど
、
進
学
の
際
に
調
べ

て
検
討
す
べ
き
内
容
の
ご
指
導
が
あ
り
ま

し
た
。

　
最
後
は
、
大
学
・
学
部
決
定
に
際
し
て

は
大
学
へ
の
憧
れ
、
興
味
関
心
、
将
来
の

職
業
の
３
つ
を
中
心
に
考
え
る
と
努
力
す

る
よ
う
に
な
る
こ
と
や
、
親
子
で
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
行
く
べ
き
で
あ
る
こ
と

な
ど
、
保
護
者
向
け
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
た

く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
２
部
の
「
大
学
・
短
大
に
よ
る
説

明
」
で
は
、
県
内
の
８
大
学
・
短
期
大
学

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
特
色
や
教
育

方
針
、
設
置
学
部
・
学
科
の
教
育
内
容
、

入
試
制
度
、
奨
学
金
制
度
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
ア

ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
て
独
自
色
を
出

し
た
紹
介
と
な
り
ま
し
た
。
キ
ャ
リ
ア
ガ

イ
ダ
ン
ス
と
し
て
高
校
時
代
に
身
に
付
け

て
ほ
し
い
力
や
高
校
生
活
で
取
り
組
ん
で

欲
し
い
学
習
や
活
動
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ

ス
も
多
く
の
学
校
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
説
明
会
の
詳
細
は
高
Ｐ
連
の
Ｈ
Ｐ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
今
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
を
も
と
に
、
来
年
度
以
降
よ
り

充
実
し
た
研
修
会
に
な
る
よ
う
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　
10
月
20
日
（
金
）
・
21
日
（
土
）
の

『
第
28
回
大
学
・
専
門
学
校
訪
問
研
修

会
』
に
保
護
者
・
教
職
員
等
66
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
今
年
は
「
日
本
一
シ
リ
ー

ズ
」
の
テ
ー
マ
で
、
次
の
４
校
の
先
進
的

な
取
組
み
を
学
び
ま
し
た
。

大
阪
公
立
大
学
（
杉
本
キ
ャ
ン
バ
ス
）

　
令
和
４
年
度
に
大
阪
市
立
大
学
と
大
阪

府
立
大
学
が
統
合
し
て
誕
生
し
た
、
統
合

校
と
し
て
は
日
本
一
新
し
い
公
立
大
学
で

す
。
入
学
定
員
も
公
立
で
は
日
本
一
の
大

学
で
す
。

近
畿
大
学
（
東
大
阪
キ
ャ
ン
バ
ス
）

　
一
般
入
試
の
総
志
願
者
数
が
10
年
連
続

日
本
一
に
輝
い
た
、
15
学
部
49
学
科
を
有

す
る
日
本
最
大
級
の
総
合
大
学
で
す
。
世

界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
全
国
私
大
１
位

で
す
。

辻
調
理
師
専
門
学
校

　
「
料
理
界
の
東
大
」
と
言
わ
れ
、
「
世

界
三
大
料
理
学
校
」
の
一
つ
に
数
え
ら
れ

ま
す
。
プ
ロ
仕
様
の
設
備
が
揃
う
実
習
室

を
見
学
し
、
著
名
な
先
生
の
料
理
講
習
会

も
体
験
で
き
ま
し
た
。

大
阪
工
業
大
学
（
大
宮
キ
ャ
ン
バ
ス
他
）

　
実
就
職
率
が
関
西
私
大
で
14
年
連
続
一

位
で
、
日
本
唯
一
の
知
的
財
産
学
部
を
設

置
す
る
大
学
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
学

校
で
の
研
修
成
果

の
詳
細
は
、
高
Ｐ

連
の
Ｈ
Ｐ
で
紹
介

し
て
い
ま
す
。

【
第
１
回 

県
内
大
学
・
短
大
合
同
進
学
説
明
会
】
開
催

第
28
回
大
学
・
専
門
学
校
訪
問
研
修
会

「
大
学
・
地
域
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
香
川
」
と
の
連
携
事
業

県内大学・短大合同進学説明会、第28回大学・専門学校訪問研修会
第５回香川県高Ｐ連研修会報告
新規高Ｐ連助成事業の報告
キャリアデザイン研修（高松短期大学）
キャリアデザイン研修（四国学院大学）
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９
月
16
日
（
土
）
、
レ
ク
ザ
ム
ホ
ー
ル
多

目
的
大
会
議
室
に
お
い
て
、
第
５
回
高
Ｐ
連

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
防
災

研
修
と
し
て
、
宮
城
県
の
元
中
学
校
教
諭
で
、

現
在
は
一
般
社
団
法
人sm

art Supply V
ision 

特
別
講
師
の
佐
藤
敏
郎
氏
に
よ
る
講
演
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
冒
頭
、
佐
藤
氏
が
当
時
勤
務

さ
れ
て
い
た
女
川
第
一
中
学
校
で
の
被
災
体

験
に
続
き
、
学
校
再
開
後
の
俳
句
作
り
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
故
郷
を
奪
わ
な
い
で
と
手
を
伸
ば
す
」

な
ど
、
心
に
響
く
数
々
の
句
を
ま
と
め
た
本

『
女
川
一
中
生
の
句 

あ
の
日
か
ら
』
や
、
東

松
島
の
高
校
生
た
ち
の
話
を
ま
と
め
た
『
16

歳
の
語
り
部
』
も
紹
介
さ
れ
、
若
者
達
と
と

も
に
未
来
や
希
望
を
見
つ
け
た
い
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　
佐
藤
氏
は
、
当
時
石
巻
市
の
大
川
小
学
校

６
年
生
の
次
女
み
ず
ほ
さ
ん
を
津
波
で
亡
く

さ
れ
、
こ
の
事
態
に
ど
う
向
き
合
え
ば
い
い

の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
校
庭
に
残
る

「
未
来
を
拓
く
」
と
い
う
言
葉
に
勇
気
づ
け

ら
れ
、
大
川
小
学
校
を
「
未
来
を
拓
く
」
場

所
に
し
た
い
と
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
講
演

で
は
、
当
時
の
教
訓
を
も
と
に
、
大
変
重
要

な
ご
指
導
や
ご
提
言
を
数
多
く
い
た
だ
き
ま

し
た
。
要
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
地
震
発
生
か
ら
津
波
襲
来
ま
で
51
分
。
時

間
や
情
報
、
手
段
、
想
定
が
全
て
揃
っ
て
い

て
も
救
え
な
か
っ
た
。
山
は
命
を
救
わ
な
い
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
津
波
を
止
め
る
壁
に
は

な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
を
避
難
行
動
に
繋
げ
る

の
が
防
災
。
行
動
に
繋
げ
、
備
え
る
こ
と
で

未
来
が
変
わ
る
。
未
来
を
変
え
る
大
事
な
作

業
が
防
災
で
あ
る
。

・
死
に
た
く
な
い
、
死
な
せ
た
く
な
い
、
そ

れ
が
防
災
意
識
。
防
災
は
死
な
な
い
た
め
、

助
か
る
た
め
に
や
る
も
の
。
そ
の
ハ
ッ
ピ
ー

エ
ン
ド
か
ら
逆
算
し
て
今
や
る
べ
き
こ
と
を

や
る
。

・
避
難
ま
で
決
め
る
こ
と
は
「
逃
げ
る
か
ど

う
か
、
ど
こ
へ
逃
げ
る
か
、
逃
げ
ろ
」
の
３

つ
。
こ
の
判
断
の
た
め
に
は
普
段
か
ら
決
め

て
お
く
こ
と
が
大
切
。
大
事
な
こ
と
は
普
段

の
中
に
あ
る
。

・
形
骸
化
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
会
議
、
通
達

よ
り
も
、
楽
し
く
学
び
遊
ん
だ
学
校
が
突
然

な
く
な
っ
た
と
い
う
事
実
に
向
き
合
う
こ
と

が
大
切
。

・
生
徒
が
命
に
見
え
る
。
子
ど
も
た
ち
は
頭

の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
足
の
つ
ま
先
ま
で
命
。
防

災
意
識
は
命
を
ど
う
見
る
か
と
い
う
こ
と
。

・
「
た
だ
い
ま
」
「
行
っ
て
き
ま
す
」
の
日

常
、
そ
の
繰
り
返
し
が
防
災
。
辿
り
着
き
た

く
な
る
家
、
会
い
た
く
な
る
家
族
、
そ
れ
が

防
災
の
原
点
。

　
講
演
の
最
後
は
、
最
近
大
川
小
学
校
で
は

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
花
を
植
え
た
り
掃

除
を
し
て
い
る
こ
と
や
、
現
地
で
校
長
先
生

や
先
生
方
対
象
に
研
修
を
行
っ
て
い
る
こ
と

を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
未
来
に
向
け

て
全
国
で
活
躍
し
て
い
る
若
者
た
ち
の
様
子

も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
約
２
時
間
に
わ
た
る
熱
い
講
演
に
会
場
は

時
間
を
忘
れ
た
か
の
よ
う
に
魅
了
さ
れ
ま
し

た
。

　
研
修
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
と
て

も
良
か
っ
た
」
が
97
％
、
「
よ
か
っ
た
」
が

３
％
で
し
た
。
具
体
的
な
感
想
を
一
部
紹
介

し
ま
す
。

・
涙
を
流
さ
ず
に
は
聞
け
な
い
話
だ
っ
た
。

・
講
演
と
質
疑
応
答
の
全
て
が
参
考
に
な
っ

た
。

・
訓
練
に
は
本
番
が
あ
る
。
本
気
で
訓
練
に

向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
改
め
て
感

じ
た
。

・
防
災
が
人
と
し
て
の
大
切
な
責
務
で
あ
る

こ
と
を
明
確
に
理
解
で
き
た
。

・
「
生
徒
が
命
に
見
え
る
」
の
言
葉
の
重
み
、

目
か
ら
ウ
ロ
コ
が
落
ち
る
も
の
で
あ
っ
た
。

・
行
っ
て
き
ま
す
、
た
だ
い
ま
、
大
切
で
す

ね
。
こ
れ
か
ら
も
み
ず
ほ
さ
ん
と
と
も
に
未

来
に
向
か
っ
て
。
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
高
Ｐ
連
の
Ｈ
Ｐ
で
は
講
演
の
詳
細
を
公
開

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

防災研修『3．11を学びに変える』

第５回香川県高Ｐ連研修会報告（文部科学省委託事業ネットモラルキャラバン隊）

【新規事業】 単位ＰＴＡや学校教育の振興・奨励のための
令和5年度助成対象団体・学校（6団体　各50,000円）

高Ｐ連助成事業の報告

ロボット相撲大会用の土俵制作
地域の高齢者のためのお弁当考案
総合的な探究の時間の活動振興
古都京都の魅力発見と国際交流
地域の美化活動と防災訓練計画
生徒保護者対象の芸術鑑賞教室

香川県高等学校教育研究会工業部会
坂出第一高等学校
藤井学園寒川高等学校
高松北高等学校
高松北高等学校 PTA
大手前丸亀中・高等学校 PTA

高 等 学 校 関 係 研 究 団 体

積極的に教育研究を推進する学校

特色ある取組みを推進する単位PTA

地域の高齢者のための「ふれあい弁当」
（坂出第一高校）

ロボット相撲用の土俵
（高教研工業部会）

生徒・PTAで地域の美化活動
（高松北高校PTA）

探究成果の発表と相互評価
（藤井学園寒川高校）

「本物に触れる」芸術鑑賞教室
（大手前丸亀中学・高校PTA）

古都京都の魅力発見と国際交流
（高松北高校）

❶
　
大
学
の
特
色

　
高
松
短
期
大
学
は
、「
幼
児
一
人
ひ
と
り

を
見
つ
め
た
教
育
」
の
研
究
・
実
践
を
目
的

と
す
る
高
松
東
幼
稚
園
を
母
体
と
し
、
そ
の

目
的
を
実
践
で
き
る
教
員
を
養
成
す
る
た
め

に
設
置
さ
れ
た
全
国
で
も
稀
有
な
学
校
で

す
。
そ
の
た
め
、「
保
育
の
高
短
」
と
呼
ば

れ
る
ほ
ど
、
保
育
者
の
育
成
に
は
歴
史
と
実

績
が
あ
り
ま
す
。

　
児
童
教
育
学
科
の
設
置
に
続
き
、
地
域
や

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
、
保
育
科
第
二
部
、

音
楽
科
、
そ
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
能
力
の
高
い

女
性
を
育
成
す
る
秘
書
科
を
開
設
し
て
き
ま

し
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
情
報
処
理
ス
キ

ル
を
身
に
つ
け
た
秘
書
科
の
学
生
は
地
元
企

業
で
の
就
職
に
強
く
、「
就
職
の
高
短
」
と

も
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
、保
育
学
科
、秘
書
科
（
コ
ー
ス
：

ビ
ジ
ネ
ス
秘
書
、
医
療
事
務
、
グ
ロ
ー
バ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
Ｉ
Ｔ
）
の
２
学
科

と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
令
和
６
年
度

か
ら
、
秘
書
科
は
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
学
科

と
し
て
新
た
な
歩
み
を
始
め
ま
す
。

＊
研
究
室
制
度

　
創
立
時
か
ら
、
建
学
の
精
神
に
掲
げ
た
、

「
対
話
に
み
ち
み
ち
た
」
豊
か
な
環
境
の
中

で
、「
自
分
で
考
え
自
分
で
行
な
え
る
人
間
」

を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
研
究
室
制
度
」

を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
研
究
室
は
学
生
に

と
っ
て
学
校
生
活
の
本
拠
で
あ
り
、
現
在
、

保
育
学
科
に
は
研
究
分
野
（
保
育
、
幼
児
教

育
、教
育
学
、心
理
学
、音
楽
、美
術
）
別
に
、

秘
書
科
に
は
コ
ー
ス
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
７

つ
の
研
究
室
が
あ
り
ま
す
。
各
々
の
研
究
室

を
教
員
が
担
当
し
、
入
学
か
ら
就
職
ま
で
手

厚
く
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
学
生
は
、
１
年
生

か
ら
少
人
数
制
の
研
究
室
に
属
し
、
教
員
と

他
学
年
の
学
生
を
交
え
、
家
族
の
よ
う
な
雰

囲
気
の
中
で
、
学
問
研
究
や
ス
キ
ル
の
習
得

に
取
り
組
み
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や

交
流
活
動
、
就
職
活
動
な
ど
、
自
ら
が
計
画

し
、
実
行
す
る
活
動
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

＊
強
い
就
職
（
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
少
な
い
）

　「
保
育
の
高
短
」「
就
職
の
高
短
」
と
し
て

地
元
の
保
育
所
、
企
業
な
ど
に
多
く
の
卒
業

生
を
輩
出
し
、
強
い
つ
な
が
り
を
持
つ
と
と

も
に
信
頼
を
得
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
就

職
実
績
は
保
育
学
科
1
0
0
％
（
23
年
連

続
）、
秘
書
科
9
8
・
1
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
多
く
の
学
生
が
、
就
職
を
希
望
す
る

保
育
所
、
企
業
・
医
療
機
関
な
ど
を
実
習
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
実
際
に
体
験
し
て
自
分
に

合
っ
た
就
職
先
を
決
め
て
い
ま
す
。
保
育
学

科
で
は
、
多
く
の
学
生
が
、
毎
週
水
曜
日
の

「
探
究
活
動
」
な
ど
も
活
用
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

❷
　
保
育
学
科
の
特
色

　
保
育
の
高
度
な
専
門
的
知
識
を
し
っ
か
り

学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
ピ
ア
ノ
の
弾
き
歌
い
や

造
形
表
現
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
学
び
、
保

育
実
践
力
や
豊
か
な
人
間
性
な
ど
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
現
場
実
習
を
よ
り
多
く
取
り
入

れ
て
お
り
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
を
よ
く
観

察
し
、
寄
り
添
い
、
支
え
る
た
め
の
的
確
な

洞
察
力
や
判
断
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
幼
稚
園
教
諭
二
種
免
許
状
、
保
育
士
資
格

が
取
得
で
き
ま
す
。

＊
本
学
独
自
の
現
場
実
習
「
観
察
参
加
」

　
１
年
次
後
期
（
火
曜
日
の
午
前
中
）、
高

松
東
幼
稚
園
・
高
松
幼
稚
園
に
て
、
本
学
独

自
の「
観
察
参
加
」を
実
施
し
ま
す
。
そ
し
て
、

子
ど
も
や
現
場
の
実
態
を
観
察
し
、
あ
る
程

度
理
解
を
深
め
た
上
で
保
育
実
習
や
教
育
実

習
を
始
め
ま
す
。「
観
察
参
加
」
は
、
子
ど

も
と
直
接
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で

な
く
、
登
園
か
ら
の
園
児
の
半
日
の
過
ご
し

方
を
知
り
、
保
育
の
進
め
方
や
声
の
か
け
方
、

安
全
へ
の
配
慮
、
園
児
の
反
応
を
直
に
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
頃
の
授
業
で
も
「
あ

の
こ
と
が
そ
う
な
の
か
」
と
理
解
を
深
め
、

「
こ
れ
が
で
き
れ
ば
子
ど
も
た
ち
と
楽
し
い

時
間
が
過
ご
せ
る
」
と
学
習
の
意
欲
を
高
め

る
な
ど
、「
理
論
と
実
践
」
を
融
合
さ
せ
る

学
び
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

＊
ピ
ア
ノ
・
弾
き
歌
い
の
練
習
環
境
の
充
実

　
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
室
に
自
由
に
使
え
る
電

子
ピ
ア
ノ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ピ
ア
ノ
練

習
室
（
個
室
：
16
室
）、電
子
ピ
ア
ノ
教
室
（
電

子
ピ
ア
ノ
８
台
：
５
室
）
が
あ
り
個
人
で
も

グ
ル
ー
プ
で
も
練
習
で
き
ま
す
。
希
望
者
に

は
、
授
業
時
間
外
の
個
人
レ
ッ
ス
ン
も
行
っ

て
い
ま
す
。

❸
　
秘
書
科
（
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
学
科
）
の
特
色

＊
４
つ
の
コ
ー
ス
、
検
定
・
資
格
取
得

　
１
年
生
か
ら
い
ず
れ
か
の
コ
ー
ス
に
属

し
、
こ
れ
か
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
に
対
応

で
き
る
ス
キ
ル
や
実
践
力
を
身
に
つ
け
て
い

き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、

ビ
ジ
ネ
ス
文
書
作
成
、
基
礎
的
な
パ
ソ
コ
ン
・

プ
レ
ゼ
ン
ス
キ
ル
な
ど
の
習
得
を
基
本
と
し

て
、
コ
ー
ス
ご
と
に
専
門
的
な
ス
キ
ル
を
培

い
ま
す
。
授
業
で
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
検
定
・

資
格
取
得
に
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、

実
践
的
な
ス
キ
ル
へ
と
高
め
て
い
き
ま
す
。

　
コ
ー
ス
の
特
徴
は
（
②
③
は
主
な
も
の
）、

　
　
　
①
育
成
す
る
人
材

　
　
　
②
取
得
を
め
ざ
ず
検
定

　
　
　
③
取
得
が
で
き
る
資
格
・
修
了
証

ビ
ジ
ネ
ス
秘
書
（
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
）
コ
ー
ス

　
①
企
業
の
総
合
職
、
銀
行
員
、
公
務
員
な

ど

　
②
日
商
簿
記
検
定
、Ｍ
Ｏ
Ｓ（
エ
キ
ス
パ
ー

ト
）

　
③
上
級
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
士

医
療
事
務
コ
ー
ス

　
①
病
院
・
調
剤
薬
局
等
の
受
付
な
ど

　
②
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク

　
③
日
本
医
師
会
認
定
「
医
療
秘
書
」

グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス

　
①
外
国
人
に
も
対
応
で
き
る
企
業
・
ホ
テ

ル
・
空
港
等
の
ス
タ
ッ
フ
な
ど

　
②
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
実
務
主
任
者
認
定
試
験

　
③
上
級
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
士
（
国
際
ビ
ジ
ネ

ス
）

ヒ
ュ
ー
マ
ン
Ｉ
Ｔ
コ
ー
ス

　
①
Ｉ
Ｔ
活
用
の
多
い
総
合
職
、
公
務
員
な

ど

　
②
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト

　
③
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A
I
教
育

　
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
リ
テ
ラ
シ
ー
レ
ベ
ル
）

修
了
証

※
全
コ
ー
ス
共
通

　
②
秘
書
技
能
検
定
、
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
技
能

検
定
、Ｍ
Ｏ
Ｓ（W

ord

、Excel

）

　
③
上
級
秘
書
士
、
上
級
情
報
処
理
士
、
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ヨ
ン
実
務
士

高
松
短
期
大
学

観察参加（園児との交流）

療職場実習（医事務）

【高校生・保護者のためのキャリアガイダンス事業】
　高校生の多様な進路希望の実現のため、県内の大学・短大と連携して、各学科の特色や大学生活の魅力、卒業後の進路、
進路実現に向けたアドバイスなどの情報をお届けします。
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９
月
16
日
（
土
）
、
レ
ク
ザ
ム
ホ
ー
ル
多

目
的
大
会
議
室
に
お
い
て
、
第
５
回
高
Ｐ
連

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
防
災

研
修
と
し
て
、
宮
城
県
の
元
中
学
校
教
諭
で
、

現
在
は
一
般
社
団
法
人sm

art Supply V
ision 

特
別
講
師
の
佐
藤
敏
郎
氏
に
よ
る
講
演
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
冒
頭
、
佐
藤
氏
が
当
時
勤
務

さ
れ
て
い
た
女
川
第
一
中
学
校
で
の
被
災
体

験
に
続
き
、
学
校
再
開
後
の
俳
句
作
り
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
故
郷
を
奪
わ
な
い
で
と
手
を
伸
ば
す
」

な
ど
、
心
に
響
く
数
々
の
句
を
ま
と
め
た
本

『
女
川
一
中
生
の
句 

あ
の
日
か
ら
』
や
、
東

松
島
の
高
校
生
た
ち
の
話
を
ま
と
め
た
『
16

歳
の
語
り
部
』
も
紹
介
さ
れ
、
若
者
達
と
と

も
に
未
来
や
希
望
を
見
つ
け
た
い
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　
佐
藤
氏
は
、
当
時
石
巻
市
の
大
川
小
学
校

６
年
生
の
次
女
み
ず
ほ
さ
ん
を
津
波
で
亡
く

さ
れ
、
こ
の
事
態
に
ど
う
向
き
合
え
ば
い
い

の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
校
庭
に
残
る

「
未
来
を
拓
く
」
と
い
う
言
葉
に
勇
気
づ
け

ら
れ
、
大
川
小
学
校
を
「
未
来
を
拓
く
」
場

所
に
し
た
い
と
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
講
演

で
は
、
当
時
の
教
訓
を
も
と
に
、
大
変
重
要

な
ご
指
導
や
ご
提
言
を
数
多
く
い
た
だ
き
ま

し
た
。
要
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
地
震
発
生
か
ら
津
波
襲
来
ま
で
51
分
。
時

間
や
情
報
、
手
段
、
想
定
が
全
て
揃
っ
て
い

て
も
救
え
な
か
っ
た
。
山
は
命
を
救
わ
な
い
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
津
波
を
止
め
る
壁
に
は

な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
を
避
難
行
動
に
繋
げ
る

の
が
防
災
。
行
動
に
繋
げ
、
備
え
る
こ
と
で

未
来
が
変
わ
る
。
未
来
を
変
え
る
大
事
な
作

業
が
防
災
で
あ
る
。

・
死
に
た
く
な
い
、
死
な
せ
た
く
な
い
、
そ

れ
が
防
災
意
識
。
防
災
は
死
な
な
い
た
め
、

助
か
る
た
め
に
や
る
も
の
。
そ
の
ハ
ッ
ピ
ー

エ
ン
ド
か
ら
逆
算
し
て
今
や
る
べ
き
こ
と
を

や
る
。

・
避
難
ま
で
決
め
る
こ
と
は
「
逃
げ
る
か
ど

う
か
、
ど
こ
へ
逃
げ
る
か
、
逃
げ
ろ
」
の
３

つ
。
こ
の
判
断
の
た
め
に
は
普
段
か
ら
決
め

て
お
く
こ
と
が
大
切
。
大
事
な
こ
と
は
普
段

の
中
に
あ
る
。

・
形
骸
化
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
会
議
、
通
達

よ
り
も
、
楽
し
く
学
び
遊
ん
だ
学
校
が
突
然

な
く
な
っ
た
と
い
う
事
実
に
向
き
合
う
こ
と

が
大
切
。

・
生
徒
が
命
に
見
え
る
。
子
ど
も
た
ち
は
頭

の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
足
の
つ
ま
先
ま
で
命
。
防

災
意
識
は
命
を
ど
う
見
る
か
と
い
う
こ
と
。

・
「
た
だ
い
ま
」
「
行
っ
て
き
ま
す
」
の
日

常
、
そ
の
繰
り
返
し
が
防
災
。
辿
り
着
き
た

く
な
る
家
、
会
い
た
く
な
る
家
族
、
そ
れ
が

防
災
の
原
点
。

　
講
演
の
最
後
は
、
最
近
大
川
小
学
校
で
は

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
花
を
植
え
た
り
掃

除
を
し
て
い
る
こ
と
や
、
現
地
で
校
長
先
生

や
先
生
方
対
象
に
研
修
を
行
っ
て
い
る
こ
と

を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
未
来
に
向
け

て
全
国
で
活
躍
し
て
い
る
若
者
た
ち
の
様
子

も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
約
２
時
間
に
わ
た
る
熱
い
講
演
に
会
場
は

時
間
を
忘
れ
た
か
の
よ
う
に
魅
了
さ
れ
ま
し

た
。

　
研
修
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
と
て

も
良
か
っ
た
」
が
97
％
、
「
よ
か
っ
た
」
が

３
％
で
し
た
。
具
体
的
な
感
想
を
一
部
紹
介

し
ま
す
。

・
涙
を
流
さ
ず
に
は
聞
け
な
い
話
だ
っ
た
。

・
講
演
と
質
疑
応
答
の
全
て
が
参
考
に
な
っ

た
。

・
訓
練
に
は
本
番
が
あ
る
。
本
気
で
訓
練
に

向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
改
め
て
感

じ
た
。

・
防
災
が
人
と
し
て
の
大
切
な
責
務
で
あ
る

こ
と
を
明
確
に
理
解
で
き
た
。

・
「
生
徒
が
命
に
見
え
る
」
の
言
葉
の
重
み
、

目
か
ら
ウ
ロ
コ
が
落
ち
る
も
の
で
あ
っ
た
。

・
行
っ
て
き
ま
す
、
た
だ
い
ま
、
大
切
で
す

ね
。
こ
れ
か
ら
も
み
ず
ほ
さ
ん
と
と
も
に
未

来
に
向
か
っ
て
。
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
高
Ｐ
連
の
Ｈ
Ｐ
で
は
講
演
の
詳
細
を
公
開

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

防災研修『3．11を学びに変える』

第５回香川県高Ｐ連研修会報告（文部科学省委託事業ネットモラルキャラバン隊）

【新規事業】 単位ＰＴＡや学校教育の振興・奨励のための
令和5年度助成対象団体・学校（6団体　各50,000円）

高Ｐ連助成事業の報告

ロボット相撲大会用の土俵制作
地域の高齢者のためのお弁当考案
総合的な探究の時間の活動振興
古都京都の魅力発見と国際交流
地域の美化活動と防災訓練計画
生徒保護者対象の芸術鑑賞教室

香川県高等学校教育研究会工業部会
坂出第一高等学校
藤井学園寒川高等学校
高松北高等学校
高松北高等学校 PTA
大手前丸亀中・高等学校 PTA

高 等 学 校 関 係 研 究 団 体

積極的に教育研究を推進する学校

特色ある取組みを推進する単位PTA

地域の高齢者のための「ふれあい弁当」
（坂出第一高校）

ロボット相撲用の土俵
（高教研工業部会）

生徒・PTAで地域の美化活動
（高松北高校PTA）

探究成果の発表と相互評価
（藤井学園寒川高校）

「本物に触れる」芸術鑑賞教室
（大手前丸亀中学・高校PTA）

古都京都の魅力発見と国際交流
（高松北高校）

❶
　
大
学
の
特
色

　
高
松
短
期
大
学
は
、「
幼
児
一
人
ひ
と
り

を
見
つ
め
た
教
育
」
の
研
究
・
実
践
を
目
的

と
す
る
高
松
東
幼
稚
園
を
母
体
と
し
、
そ
の

目
的
を
実
践
で
き
る
教
員
を
養
成
す
る
た
め

に
設
置
さ
れ
た
全
国
で
も
稀
有
な
学
校
で

す
。
そ
の
た
め
、「
保
育
の
高
短
」
と
呼
ば

れ
る
ほ
ど
、
保
育
者
の
育
成
に
は
歴
史
と
実

績
が
あ
り
ま
す
。

　
児
童
教
育
学
科
の
設
置
に
続
き
、
地
域
や

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
、
保
育
科
第
二
部
、

音
楽
科
、
そ
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
能
力
の
高
い

女
性
を
育
成
す
る
秘
書
科
を
開
設
し
て
き
ま

し
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
情
報
処
理
ス
キ

ル
を
身
に
つ
け
た
秘
書
科
の
学
生
は
地
元
企

業
で
の
就
職
に
強
く
、「
就
職
の
高
短
」
と

も
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
、保
育
学
科
、秘
書
科
（
コ
ー
ス
：

ビ
ジ
ネ
ス
秘
書
、
医
療
事
務
、
グ
ロ
ー
バ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
Ｉ
Ｔ
）
の
２
学
科

と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
令
和
６
年
度

か
ら
、
秘
書
科
は
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
学
科

と
し
て
新
た
な
歩
み
を
始
め
ま
す
。

＊
研
究
室
制
度

　
創
立
時
か
ら
、
建
学
の
精
神
に
掲
げ
た
、

「
対
話
に
み
ち
み
ち
た
」
豊
か
な
環
境
の
中

で
、「
自
分
で
考
え
自
分
で
行
な
え
る
人
間
」

を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
研
究
室
制
度
」

を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
研
究
室
は
学
生
に

と
っ
て
学
校
生
活
の
本
拠
で
あ
り
、
現
在
、

保
育
学
科
に
は
研
究
分
野
（
保
育
、
幼
児
教

育
、教
育
学
、心
理
学
、音
楽
、美
術
）
別
に
、

秘
書
科
に
は
コ
ー
ス
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
７

つ
の
研
究
室
が
あ
り
ま
す
。
各
々
の
研
究
室

を
教
員
が
担
当
し
、
入
学
か
ら
就
職
ま
で
手

厚
く
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
学
生
は
、
１
年
生

か
ら
少
人
数
制
の
研
究
室
に
属
し
、
教
員
と

他
学
年
の
学
生
を
交
え
、
家
族
の
よ
う
な
雰

囲
気
の
中
で
、
学
問
研
究
や
ス
キ
ル
の
習
得

に
取
り
組
み
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や

交
流
活
動
、
就
職
活
動
な
ど
、
自
ら
が
計
画

し
、
実
行
す
る
活
動
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

＊
強
い
就
職
（
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
少
な
い
）

　「
保
育
の
高
短
」「
就
職
の
高
短
」
と
し
て

地
元
の
保
育
所
、
企
業
な
ど
に
多
く
の
卒
業

生
を
輩
出
し
、
強
い
つ
な
が
り
を
持
つ
と
と

も
に
信
頼
を
得
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
就

職
実
績
は
保
育
学
科
1
0
0
％
（
23
年
連

続
）、
秘
書
科
9
8
・
1
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
多
く
の
学
生
が
、
就
職
を
希
望
す
る

保
育
所
、
企
業
・
医
療
機
関
な
ど
を
実
習
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
実
際
に
体
験
し
て
自
分
に

合
っ
た
就
職
先
を
決
め
て
い
ま
す
。
保
育
学

科
で
は
、
多
く
の
学
生
が
、
毎
週
水
曜
日
の

「
探
究
活
動
」
な
ど
も
活
用
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

❷
　
保
育
学
科
の
特
色

　
保
育
の
高
度
な
専
門
的
知
識
を
し
っ
か
り

学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
ピ
ア
ノ
の
弾
き
歌
い
や

造
形
表
現
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
学
び
、
保

育
実
践
力
や
豊
か
な
人
間
性
な
ど
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
現
場
実
習
を
よ
り
多
く
取
り
入

れ
て
お
り
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
を
よ
く
観

察
し
、
寄
り
添
い
、
支
え
る
た
め
の
的
確
な

洞
察
力
や
判
断
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
幼
稚
園
教
諭
二
種
免
許
状
、
保
育
士
資
格

が
取
得
で
き
ま
す
。

＊
本
学
独
自
の
現
場
実
習
「
観
察
参
加
」

　
１
年
次
後
期
（
火
曜
日
の
午
前
中
）、
高

松
東
幼
稚
園
・
高
松
幼
稚
園
に
て
、
本
学
独

自
の「
観
察
参
加
」を
実
施
し
ま
す
。
そ
し
て
、

子
ど
も
や
現
場
の
実
態
を
観
察
し
、
あ
る
程

度
理
解
を
深
め
た
上
で
保
育
実
習
や
教
育
実

習
を
始
め
ま
す
。「
観
察
参
加
」
は
、
子
ど

も
と
直
接
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で

な
く
、
登
園
か
ら
の
園
児
の
半
日
の
過
ご
し

方
を
知
り
、
保
育
の
進
め
方
や
声
の
か
け
方
、

安
全
へ
の
配
慮
、
園
児
の
反
応
を
直
に
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
頃
の
授
業
で
も
「
あ

の
こ
と
が
そ
う
な
の
か
」
と
理
解
を
深
め
、

「
こ
れ
が
で
き
れ
ば
子
ど
も
た
ち
と
楽
し
い

時
間
が
過
ご
せ
る
」
と
学
習
の
意
欲
を
高
め

る
な
ど
、「
理
論
と
実
践
」
を
融
合
さ
せ
る

学
び
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

＊
ピ
ア
ノ
・
弾
き
歌
い
の
練
習
環
境
の
充
実

　
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
室
に
自
由
に
使
え
る
電

子
ピ
ア
ノ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ピ
ア
ノ
練

習
室
（
個
室
：
16
室
）、電
子
ピ
ア
ノ
教
室
（
電

子
ピ
ア
ノ
８
台
：
５
室
）
が
あ
り
個
人
で
も

グ
ル
ー
プ
で
も
練
習
で
き
ま
す
。
希
望
者
に

は
、
授
業
時
間
外
の
個
人
レ
ッ
ス
ン
も
行
っ

て
い
ま
す
。

❸
　
秘
書
科
（
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
学
科
）
の
特
色

＊
４
つ
の
コ
ー
ス
、
検
定
・
資
格
取
得

　
１
年
生
か
ら
い
ず
れ
か
の
コ
ー
ス
に
属

し
、
こ
れ
か
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
に
対
応

で
き
る
ス
キ
ル
や
実
践
力
を
身
に
つ
け
て
い

き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、

ビ
ジ
ネ
ス
文
書
作
成
、
基
礎
的
な
パ
ソ
コ
ン
・

プ
レ
ゼ
ン
ス
キ
ル
な
ど
の
習
得
を
基
本
と
し

て
、
コ
ー
ス
ご
と
に
専
門
的
な
ス
キ
ル
を
培

い
ま
す
。
授
業
で
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
検
定
・

資
格
取
得
に
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、

実
践
的
な
ス
キ
ル
へ
と
高
め
て
い
き
ま
す
。

　
コ
ー
ス
の
特
徴
は
（
②
③
は
主
な
も
の
）、

　
　
　
①
育
成
す
る
人
材

　
　
　
②
取
得
を
め
ざ
ず
検
定

　
　
　
③
取
得
が
で
き
る
資
格
・
修
了
証

ビ
ジ
ネ
ス
秘
書
（
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
）
コ
ー
ス

　
①
企
業
の
総
合
職
、
銀
行
員
、
公
務
員
な

ど

　
②
日
商
簿
記
検
定
、Ｍ
Ｏ
Ｓ（
エ
キ
ス
パ
ー

ト
）

　
③
上
級
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
士

医
療
事
務
コ
ー
ス

　
①
病
院
・
調
剤
薬
局
等
の
受
付
な
ど

　
②
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク

　
③
日
本
医
師
会
認
定
「
医
療
秘
書
」

グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス

　
①
外
国
人
に
も
対
応
で
き
る
企
業
・
ホ
テ

ル
・
空
港
等
の
ス
タ
ッ
フ
な
ど

　
②
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
実
務
主
任
者
認
定
試
験

　
③
上
級
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
士
（
国
際
ビ
ジ
ネ

ス
）

ヒ
ュ
ー
マ
ン
Ｉ
Ｔ
コ
ー
ス

　
①
Ｉ
Ｔ
活
用
の
多
い
総
合
職
、
公
務
員
な

ど

　
②
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト

　
③
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A
I
教
育

　
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
リ
テ
ラ
シ
ー
レ
ベ
ル
）

修
了
証

※
全
コ
ー
ス
共
通

　
②
秘
書
技
能
検
定
、
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
技
能

検
定
、Ｍ
Ｏ
Ｓ（W

ord

、Excel

）

　
③
上
級
秘
書
士
、
上
級
情
報
処
理
士
、
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ヨ
ン
実
務
士

高
松
短
期
大
学

観察参加（園児との交流）

療職場実習（医事務）

【高校生・保護者のためのキャリアガイダンス事業】
　高校生の多様な進路希望の実現のため、県内の大学・短大と連携して、各学科の特色や大学生活の魅力、卒業後の進路、
進路実現に向けたアドバイスなどの情報をお届けします。
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緑豊かなキャンパス

ピア・リーダー

　
四
国
学
院
大
学
は
、
１
９
４
９
年
に
米
国
南

長
老
教
会
Ｌ
．Ｗ
．
モ
ー
ア
宣
教
師
を
学
園
長
に

迎
え
、
四
国
基
督
教
学
園
を
設
立
し
た
の
が
始

ま
り
で
す
。『V

os estis sal terrae.

』（
汝
ら
は
、

地
の
塩
で
あ
る
。
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
５
章

13
節
）
を
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
モ
ッ
ト
ー
に
掲

げ
て
お
り
、　
こ
れ
は
「
あ
な
た
が
た
は
、〝
塩
〞

の
よ
う
に
、
こ
の
世
界
で
他
の
も
の
に
と
っ
て

変
わ
る
こ
と
の
で
き
な
い
、〝
必
要
不
可
欠
〞な

存
在
な
の
で
す
。」
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
本
学
で
は
設
立
当
初
か
ら
リ
ベ
ラ
ル
・

ア
ー
ツ
を
教
育
理
念
と
し
て
い
ま
す
。
リ
ベ
ラ

ル
・
ア
ー
ツ
と
は
、
狭
い
学
問
的
な
こ
と
だ
け

で
は
な
く
、
広
い
視
野
に
立
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な

変
化
に
遭
遇
し
て
も
し
な
や
か
に
生
き
て
い
け

る
思
考
や
感
性
を
持
つ
人
材
育
成
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。
現
在
は
文
学
部
、
社
会
福
祉
学
部
、

社
会
学
部
の
３
学
部
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

❶

　メ
ジ
ャ
ー
制
度

　
１
年
次
は
少
人
数
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
ス
キ
ル
を
養
う
と
と
も
に
、
演
劇

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
イ
ベ
ン
ト
参
加
を
通
じ
て

人
間
関
係
形
成
能
力
を
養
い
ま
す
。
そ
し
て
ク

ラ
ス
タ
ー
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
面
談
や
ガ
イ
ダ

ン
ス
、
メ
ジ
ャ
ー
基
礎
科
目
の
受
講
を
通
じ
て

メ
ジ
ャ
ー
（
主
専
攻
）
を
決
定
し
、
２
年
次
よ

り
専
攻
領
域
の
学
び
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
幅

広
い
分
野
か
ら
学
び
た
い
分
野
を
選
択
し
、
ま

た
自
分
の
選
択
し
た
主
専
攻
以
外
か
ら
も
学
び

を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
学
部
を
越
え

て
他
の
分
野
も
組
み
合
わ
せ
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、

主
体
的
に
自
ら
の
学
び
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

２
０
２
４
年
度
か
ら
は
新
し
く
「
経
営
と
情
報

加
工
」
メ
ジ
ャ
ー
と
「
ア
ス
リ
ー
ト
科
学
」
メ

ジ
ャ
ー
が
誕
生
し
ま
す
。

❷

　ド
ラ
マ
教
育

　
中
四
国
で
唯
一
、
演
劇
の
手
法
を
通
じ
て
学

生
の
感
受
性
や
表
現
力
を
磨
き
、
社
会
に
通
じ

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
伸
ば
す
「
ド
ラ

マ
教
育
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
本
学
に
は

演
劇
コ
ー
ス
が
あ
り
、
日
本
の
第
一
線
で
活
躍

す
る
講
師
陣
に
よ
る
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
授
業
で

演
劇
を
専
門
的
に
学
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
。
四

年
制
大
学
の
強
み
を
活
か
し
、
プ
ロ
の
俳
優
や

舞
台
関
係
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
み
な
ら
ず
、
教

員
や
保
育
士
、
社
会
福
祉
士
、
公
務
員
や
一
般

企
業
で
も
活
か
せ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

を
伸
ば
し
ま
す
。

❸

　ピ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
制
度

　
ピ
ア
（peer

）
と
は
英
語
で〝
仲
間
〞を
意
味

す
る
言
葉
。
入
学
後
の
新
入
生
に
対
し
、
不
安

を
抱
か
ず
と
も
済
む
よ
う
に
適
切
な
ア
ド
バ
イ

ス
や
話
し
相
手
に
な
る
上
級
生
が
必
要
な
の
で

は
？
と
誕
生
し
た
の
が
ピ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
制
度

で
す
。
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
オ
ー

プ
ン
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
で
訪
れ
た
高
校
生
の

案
内
役
も
行
っ
て
い
ま
す
。

❹

　社
会
福
祉

　
本
学
の
社
会
福
祉
は
、
半
世
紀
以
上
の
長
い

歴
史
と
伝
統
が
あ
り
ま
す
。
現
代
社
会
の
複
雑

で
多
様
な
問
題
に
対
応
で
き
る
幅
広
い
視
野
を

持
つ
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
育
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。
座
学
に
加
え
、
実
践
的
な
学
び
も
行
っ
て

お
り
、
福
祉
現
場
経
験
の
あ
る
教
員
も
多
数
在

籍
し
、
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
福
祉
の
研
究
と
と
も
に
、
障
害

学
生
の
受
け
入
れ
も
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、

ノ
ー
ト
テ
イ
ク
サ
ー
ビ
ス
や
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
・

サ
ー
ビ
ス
、
手
話
通
訳
者
の
派
遣
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

❺

　資
格
取
得

　
本
学
で
は
、
幼
少
中
高
特
支
教
員
免
許
、
博

物
館
学
芸
員
、
保
育
士
、
社
会
福
祉
士
国
家
試

験
受
験
資
格
、
精
神
保
健
福
祉
士
国
家
試
験
受

験
資
格
な
ど
ほ
か
に
も
多
数
の
資
格
取
得
が
で

き
ま
す
。
資
格
取
得
を
目
指
す
学
生
に
は
、
よ

り
専
門
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
ド
ラ
マ
教
育
に

よ
り
、
資
格
取
得
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

❻

　学
生
生
活
・
就
職
サ
ポ
ー
ト

　
学
生
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
は
『
学
生
コ
モ
ン
ズ

支
援
課
』
が
行
い
ま
す
。
学
び
に
関
す
る
こ
と
、

学
費
や
奨
学
金
、
就
職
に
向
け
て
の
相
談
ま
で

全
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
良
い
の
か
と
迷
う
こ

と
な
く
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
２
０
２

２
年
度
卒
業
生
の
就
職
率
は
全
国
平
均
を
上
回

る
９
８
・
３
％
で
す
。

❼

　奨
学
金

　
本
学
で
は
、
返
還
の
必
要
が
な
い
独
自
の
支

給
奨
学
金
を
多
数
導
入
し
て
い
ま
す
。
２
０
２

４
年
度
よ
り
新
し
い
支
給
奨
学
金
「
サ
ー
ル
・

テ
ッ
ラ
エ
特
別
奨
学
金
」
と
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ

ン
支
給
奨
学
金
」
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
「
予
約
型
支
給
奨
学
金
」
は
入
学
前
に

結
果
通
知
を
行
い
ま
す
。
年
間
20
万
円
が
支
給

さ
れ
、
約
３
年
分
の
授
業
料
で
、
４
年
間
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
：
四
国
学
院
大
学
入
試
課

電
話
：
０
１
２
０

－

４
５
９

－

４
３
３

四
国
学
院
大
学

「
独
立
自
主
」が

　
　
　
　
　信
条
。

脇
役
と
し
て
の

　
　
　
　P
T
A
。

　
高
高
（
た
か
こ

う
）
の
名
で
親
し
ま

れ
て
い
る
本
校
は
、
令
和
５
年
に
創
立

1
3
0
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え

ま
し
た
。
い
く
つ
か
の
記
念
行
事
が
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
令
和
５
年
12
月
14
日
に
開

催
さ
れ
た
高
松
高
校
芸
術
祭
に
は
、
在
校

生
や
先
生
方
は
も
ち
ろ
ん
、
3
0
0
人
を

超
え
る
関
係
者
も
参
加
し
ま
し
た
。
第

九
・
歓
喜
の
歌
の
大
合
唱
の
様
子
を
報
道

で
ご
覧
い
た
だ
い
た
方
も
お
ら
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
生
徒
と
教
師
と
保
護
者
と
一
般
の
方
が

一
つ
に
な
っ
て
力
強
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
生

み
出
す
演
奏
は
、
高
高
ら
し
さ
を
感
じ
さ

せ
る
大
切
な
行
事
で
す
。

　
さ
て
、
そ
ん
な
高
高
の
P
T
A
活
動
で

す
が
、
特
別
な
行
事
は
行
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
生
徒
の
「
独
立
自
主
」
の
精
神
を
重

ん
じ
る
校
風
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

P
T
A
は
、
あ
く
ま
で
も
脇
役
・
見
守
役
。

制
服
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
必
需
品
の
選

定
会
や
保
健
委
員
会
な
ど
へ
の
参
加
の
他

は
、
生
徒
を
見
守
り
、
各
種
活
動
を

P
T
A
会
費
で
援
助
し
て
い
ま
す
。

　
会
費
に
つ
い
て
は
、
部
活
動
の
後
援
費

を
中
心
に
、
図
書
室
の
書
籍
な
ど
を
購
入

す
る
研
究
図
書
費
、
学
校
行
事
費
に
充
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
領
域
は
、
限

ら
れ
た
予
算
枠
の
中
で
は
、
ど
う
し
て
も

後
回
し
に
な
り
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
生

徒
の
可
能
性
を
広
げ
、
高
校
時
代
に
し
か

で
き
な
い
活
動
や
出
会
い
に
つ
な
が
る
も

の
だ
と
確
信
し
、
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

P
T
A
会
費
だ
か
ら
こ
そ
迅
速
な
対
応
が

可
能
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
果
た
す
べ
き

役
割
は
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
加
え

て
、
役
員
は
、
香
川
県
高
等
学
校
P
T
A

連
合
会
等
の
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
、

同
会
と
学
校
や
他
の
保
護
者
と
の
橋
渡
し

も
行
っ
て
い
ま
す
。
P
T
A
活
動
は
、
保

護
者
と
先
生
方
や
学
校
を
つ
な
ぐ
大
切
な

場
。
高
高
P
T
A
は
、
頑
張
る
生
徒
の
頼

れ
る
味
方
と
し
て
今
後
も
活
動
を
続
け
て

ま
い
り
ま
す
。

P T A 活 動 紹 介

高松
高等学校

香川丸亀
支援学校

　
本
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、

会
長
と
小
学
部
・
中

学
部
・
高
等
部
か
ら

各
一
名
ず
つ
の
副
会

長
と
学
級
役
員
が
中

心
に
な
り
、
「
誰
も

が
気
軽
に
参
加
で
き
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
主
に
、
年
三
回
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
新
聞
の
発
行
、
研
修
会
や
講
演
会
の

参
加
、
将
来
の
子
ど
も
達
の
就
労
先
に
な

る
場
所
の
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ

Ａ
新
聞
は
子
ど
も
達
が
生
き
生
き
と
活
動

す
る
写
真
が
多
く
掲
載
さ
れ
、
学
校
の
様

子
が
保
護
者
に
分
か
り
や
す
く
届
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
就
労
先
の
視
察
は
、
卒
後
後

の
く
ら
し
を
考
え
る
に
あ
た
り
と
て
も
大

事
な
こ
と
な
の
で
、
保
護
者
に
関
心
の
高

い
内
容
で
す
。
加
え
て
、
進
路
担
当
の
先

生
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
将
来
の
生

活
を
考
え
る
良
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
四
回
の
役
員
会
で
は
、
役
員
の
方
々
が

気
軽
に
意
見
を
発
言
で
き
る
よ
う
に
、
時

間
の
許
す
限
り
参
加
さ
れ
た
全
員
の
方
が

お
話
で
き
る
事
を
目
標
に
し
た
、
全
員
参

加
型
の
座
談
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
本
校
で
は
保
護
者
主
体
と
な

り
取
り
組
ん
で
い
る
独
自
の
活
動
が
二
つ

あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
「
ハ
ー
ト
フ
ル

ラ
イ
ン
の
会
」
で
す
。
こ
の
会
は
、
平
成

30
年
度
、
当
時
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が
中
心
と

な
り
立
ち
上
が
っ
た
防
災
の
会
で
す
。
災

害
対
策
を
し
な
け
れ
ば
と
い
う
強
い
思
い

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
皆
で
一
緒
に
災
害

か
ら
子
ど
も
達
の
命
を
守
る
た
め
に
、
自

分
た
ち
で
で
き
る
事
を
話
し
合
っ
た
り
、

安
心
手
帳
を
制
作
し
た
り
と
、
災
害
へ
の

危
機
意
識
と
防
災
へ
の
関
心
を
高
め
る
た

め
に
学
習
し
て
い
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、

「
有
志
の
会
」

で
す
。
子
ど
も

達
が
滞
り
な
く

学
校
生
活
を
送

る
為
に
、
先
生

方
が
特
性
に
合

わ
せ
て
教
材
を

準
備
し
て
い
る

の
で
す
が
、
そ

の
一
部
を
請
け

負
っ
て
い
ま
す
。

作
業
を
し
な
が
ら
、
私
達
保
護
者
な
ら
で

は
の
子
育
て
の
嬉
し
い
出
来
事
や
不
安
や

悩
み
の
共
有
が
で
き
る
事
を
活
動
意
義
に

し
た
保
護
者
の
集
ま
り
で
す
。
時
間
の
拘

束
や
作
業
の
ノ
ル
マ
は
な
く
、
お
し
ゃ
べ

り
だ
け
の
参
加
も
大
丈
夫
で
す
。
ど
ち
ら

の
会
も
小
・
中
・
高
の
学
部
を
超
え
た
保

護
者
が
交
流
で
き
る
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
活
動
が
紙
面
だ
け
に
な

る
事
や
中
止
と
な
る
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、

二
つ
の
会
は
形
を
変
え
な
が
ら
も
会
を
受

け
継
ぐ
保
護
者
の
皆
様
の
温
か
い
心
の
火

が
灯
り
続
け
、
今
年
度
途
中
か
ら
再
開
が

叶
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
本
校
の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
は

「
つ
な
ぐ
」
で
す
。
そ
の
言
葉
通
り
子
ど

も
達
を
中
心
に
、
学
校
と
保
護
者
、
保
護

者
同
士
の
つ
な
が
り
を
い
つ
も
大
切
に
考

え
、
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
達
の
笑
顔
や
成

長
に
つ
な
が
る
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

＜有志の会での作業風景＞



5 4

香川県高P連だより　第20号 香川県高P連だより　第20号

緑豊かなキャンパス

ピア・リーダー

　
四
国
学
院
大
学
は
、
１
９
４
９
年
に
米
国
南

長
老
教
会
Ｌ
．Ｗ
．
モ
ー
ア
宣
教
師
を
学
園
長
に

迎
え
、
四
国
基
督
教
学
園
を
設
立
し
た
の
が
始

ま
り
で
す
。『V

os estis sal terrae.

』（
汝
ら
は
、

地
の
塩
で
あ
る
。
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
５
章

13
節
）
を
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
モ
ッ
ト
ー
に
掲

げ
て
お
り
、　
こ
れ
は
「
あ
な
た
が
た
は
、〝
塩
〞

の
よ
う
に
、
こ
の
世
界
で
他
の
も
の
に
と
っ
て

変
わ
る
こ
と
の
で
き
な
い
、〝
必
要
不
可
欠
〞な

存
在
な
の
で
す
。」
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
本
学
で
は
設
立
当
初
か
ら
リ
ベ
ラ
ル
・

ア
ー
ツ
を
教
育
理
念
と
し
て
い
ま
す
。
リ
ベ
ラ

ル
・
ア
ー
ツ
と
は
、
狭
い
学
問
的
な
こ
と
だ
け

で
は
な
く
、
広
い
視
野
に
立
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な

変
化
に
遭
遇
し
て
も
し
な
や
か
に
生
き
て
い
け

る
思
考
や
感
性
を
持
つ
人
材
育
成
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。
現
在
は
文
学
部
、
社
会
福
祉
学
部
、

社
会
学
部
の
３
学
部
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

❶

　メ
ジ
ャ
ー
制
度

　
１
年
次
は
少
人
数
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
ス
キ
ル
を
養
う
と
と
も
に
、
演
劇

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
イ
ベ
ン
ト
参
加
を
通
じ
て

人
間
関
係
形
成
能
力
を
養
い
ま
す
。
そ
し
て
ク

ラ
ス
タ
ー
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
面
談
や
ガ
イ
ダ

ン
ス
、
メ
ジ
ャ
ー
基
礎
科
目
の
受
講
を
通
じ
て

メ
ジ
ャ
ー
（
主
専
攻
）
を
決
定
し
、
２
年
次
よ

り
専
攻
領
域
の
学
び
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
幅

広
い
分
野
か
ら
学
び
た
い
分
野
を
選
択
し
、
ま

た
自
分
の
選
択
し
た
主
専
攻
以
外
か
ら
も
学
び

を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
学
部
を
越
え

て
他
の
分
野
も
組
み
合
わ
せ
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、

主
体
的
に
自
ら
の
学
び
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

２
０
２
４
年
度
か
ら
は
新
し
く
「
経
営
と
情
報

加
工
」
メ
ジ
ャ
ー
と
「
ア
ス
リ
ー
ト
科
学
」
メ

ジ
ャ
ー
が
誕
生
し
ま
す
。

❷

　ド
ラ
マ
教
育

　
中
四
国
で
唯
一
、
演
劇
の
手
法
を
通
じ
て
学

生
の
感
受
性
や
表
現
力
を
磨
き
、
社
会
に
通
じ

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
伸
ば
す
「
ド
ラ

マ
教
育
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
本
学
に
は

演
劇
コ
ー
ス
が
あ
り
、
日
本
の
第
一
線
で
活
躍

す
る
講
師
陣
に
よ
る
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
授
業
で

演
劇
を
専
門
的
に
学
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
。
四

年
制
大
学
の
強
み
を
活
か
し
、
プ
ロ
の
俳
優
や

舞
台
関
係
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
み
な
ら
ず
、
教

員
や
保
育
士
、
社
会
福
祉
士
、
公
務
員
や
一
般

企
業
で
も
活
か
せ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

を
伸
ば
し
ま
す
。

❸

　ピ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
制
度

　
ピ
ア
（peer

）
と
は
英
語
で〝
仲
間
〞を
意
味

す
る
言
葉
。
入
学
後
の
新
入
生
に
対
し
、
不
安

を
抱
か
ず
と
も
済
む
よ
う
に
適
切
な
ア
ド
バ
イ

ス
や
話
し
相
手
に
な
る
上
級
生
が
必
要
な
の
で

は
？
と
誕
生
し
た
の
が
ピ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
制
度

で
す
。
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
オ
ー

プ
ン
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
で
訪
れ
た
高
校
生
の

案
内
役
も
行
っ
て
い
ま
す
。

❹

　社
会
福
祉

　
本
学
の
社
会
福
祉
は
、
半
世
紀
以
上
の
長
い

歴
史
と
伝
統
が
あ
り
ま
す
。
現
代
社
会
の
複
雑

で
多
様
な
問
題
に
対
応
で
き
る
幅
広
い
視
野
を

持
つ
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
育
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。
座
学
に
加
え
、
実
践
的
な
学
び
も
行
っ
て

お
り
、
福
祉
現
場
経
験
の
あ
る
教
員
も
多
数
在

籍
し
、
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
福
祉
の
研
究
と
と
も
に
、
障
害

学
生
の
受
け
入
れ
も
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、

ノ
ー
ト
テ
イ
ク
サ
ー
ビ
ス
や
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
・

サ
ー
ビ
ス
、
手
話
通
訳
者
の
派
遣
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

❺

　資
格
取
得

　
本
学
で
は
、
幼
少
中
高
特
支
教
員
免
許
、
博

物
館
学
芸
員
、
保
育
士
、
社
会
福
祉
士
国
家
試

験
受
験
資
格
、
精
神
保
健
福
祉
士
国
家
試
験
受

験
資
格
な
ど
ほ
か
に
も
多
数
の
資
格
取
得
が
で

き
ま
す
。
資
格
取
得
を
目
指
す
学
生
に
は
、
よ

り
専
門
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
ド
ラ
マ
教
育
に

よ
り
、
資
格
取
得
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

❻

　学
生
生
活
・
就
職
サ
ポ
ー
ト

　
学
生
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
は
『
学
生
コ
モ
ン
ズ

支
援
課
』
が
行
い
ま
す
。
学
び
に
関
す
る
こ
と
、

学
費
や
奨
学
金
、
就
職
に
向
け
て
の
相
談
ま
で

全
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
良
い
の
か
と
迷
う
こ

と
な
く
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
２
０
２

２
年
度
卒
業
生
の
就
職
率
は
全
国
平
均
を
上
回

る
９
８
・
３
％
で
す
。

❼

　奨
学
金

　
本
学
で
は
、
返
還
の
必
要
が
な
い
独
自
の
支

給
奨
学
金
を
多
数
導
入
し
て
い
ま
す
。
２
０
２

４
年
度
よ
り
新
し
い
支
給
奨
学
金
「
サ
ー
ル
・

テ
ッ
ラ
エ
特
別
奨
学
金
」
と
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ

ン
支
給
奨
学
金
」
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
「
予
約
型
支
給
奨
学
金
」
は
入
学
前
に

結
果
通
知
を
行
い
ま
す
。
年
間
20
万
円
が
支
給

さ
れ
、
約
３
年
分
の
授
業
料
で
、
４
年
間
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
：
四
国
学
院
大
学
入
試
課

電
話
：
０
１
２
０

－

４
５
９

－

４
３
３

四
国
学
院
大
学

「
独
立
自
主
」が

　
　
　
　
　信
条
。

脇
役
と
し
て
の

　
　
　
　P
T
A
。

　
高
高
（
た
か
こ

う
）
の
名
で
親
し
ま

れ
て
い
る
本
校
は
、
令
和
５
年
に
創
立

1
3
0
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え

ま
し
た
。
い
く
つ
か
の
記
念
行
事
が
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
令
和
５
年
12
月
14
日
に
開

催
さ
れ
た
高
松
高
校
芸
術
祭
に
は
、
在
校

生
や
先
生
方
は
も
ち
ろ
ん
、
3
0
0
人
を

超
え
る
関
係
者
も
参
加
し
ま
し
た
。
第

九
・
歓
喜
の
歌
の
大
合
唱
の
様
子
を
報
道

で
ご
覧
い
た
だ
い
た
方
も
お
ら
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
生
徒
と
教
師
と
保
護
者
と
一
般
の
方
が

一
つ
に
な
っ
て
力
強
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
生

み
出
す
演
奏
は
、
高
高
ら
し
さ
を
感
じ
さ

せ
る
大
切
な
行
事
で
す
。

　
さ
て
、
そ
ん
な
高
高
の
P
T
A
活
動
で

す
が
、
特
別
な
行
事
は
行
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
生
徒
の
「
独
立
自
主
」
の
精
神
を
重

ん
じ
る
校
風
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

P
T
A
は
、
あ
く
ま
で
も
脇
役
・
見
守
役
。

制
服
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
必
需
品
の
選

定
会
や
保
健
委
員
会
な
ど
へ
の
参
加
の
他

は
、
生
徒
を
見
守
り
、
各
種
活
動
を

P
T
A
会
費
で
援
助
し
て
い
ま
す
。

　
会
費
に
つ
い
て
は
、
部
活
動
の
後
援
費

を
中
心
に
、
図
書
室
の
書
籍
な
ど
を
購
入

す
る
研
究
図
書
費
、
学
校
行
事
費
に
充
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
領
域
は
、
限

ら
れ
た
予
算
枠
の
中
で
は
、
ど
う
し
て
も

後
回
し
に
な
り
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
生

徒
の
可
能
性
を
広
げ
、
高
校
時
代
に
し
か

で
き
な
い
活
動
や
出
会
い
に
つ
な
が
る
も

の
だ
と
確
信
し
、
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

P
T
A
会
費
だ
か
ら
こ
そ
迅
速
な
対
応
が

可
能
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
果
た
す
べ
き

役
割
は
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
加
え

て
、
役
員
は
、
香
川
県
高
等
学
校
P
T
A

連
合
会
等
の
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
、

同
会
と
学
校
や
他
の
保
護
者
と
の
橋
渡
し

も
行
っ
て
い
ま
す
。
P
T
A
活
動
は
、
保

護
者
と
先
生
方
や
学
校
を
つ
な
ぐ
大
切
な

場
。
高
高
P
T
A
は
、
頑
張
る
生
徒
の
頼

れ
る
味
方
と
し
て
今
後
も
活
動
を
続
け
て

ま
い
り
ま
す
。

P T A 活 動 紹 介

高松
高等学校

香川丸亀
支援学校

　
本
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、

会
長
と
小
学
部
・
中

学
部
・
高
等
部
か
ら

各
一
名
ず
つ
の
副
会

長
と
学
級
役
員
が
中

心
に
な
り
、
「
誰
も

が
気
軽
に
参
加
で
き
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
主
に
、
年
三
回
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
新
聞
の
発
行
、
研
修
会
や
講
演
会
の

参
加
、
将
来
の
子
ど
も
達
の
就
労
先
に
な

る
場
所
の
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ

Ａ
新
聞
は
子
ど
も
達
が
生
き
生
き
と
活
動

す
る
写
真
が
多
く
掲
載
さ
れ
、
学
校
の
様

子
が
保
護
者
に
分
か
り
や
す
く
届
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
就
労
先
の
視
察
は
、
卒
後
後

の
く
ら
し
を
考
え
る
に
あ
た
り
と
て
も
大

事
な
こ
と
な
の
で
、
保
護
者
に
関
心
の
高

い
内
容
で
す
。
加
え
て
、
進
路
担
当
の
先

生
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
将
来
の
生

活
を
考
え
る
良
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
四
回
の
役
員
会
で
は
、
役
員
の
方
々
が

気
軽
に
意
見
を
発
言
で
き
る
よ
う
に
、
時

間
の
許
す
限
り
参
加
さ
れ
た
全
員
の
方
が

お
話
で
き
る
事
を
目
標
に
し
た
、
全
員
参

加
型
の
座
談
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
本
校
で
は
保
護
者
主
体
と
な

り
取
り
組
ん
で
い
る
独
自
の
活
動
が
二
つ

あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
「
ハ
ー
ト
フ
ル

ラ
イ
ン
の
会
」
で
す
。
こ
の
会
は
、
平
成

30
年
度
、
当
時
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が
中
心
と

な
り
立
ち
上
が
っ
た
防
災
の
会
で
す
。
災

害
対
策
を
し
な
け
れ
ば
と
い
う
強
い
思
い

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
皆
で
一
緒
に
災
害

か
ら
子
ど
も
達
の
命
を
守
る
た
め
に
、
自

分
た
ち
で
で
き
る
事
を
話
し
合
っ
た
り
、

安
心
手
帳
を
制
作
し
た
り
と
、
災
害
へ
の

危
機
意
識
と
防
災
へ
の
関
心
を
高
め
る
た

め
に
学
習
し
て
い
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、

「
有
志
の
会
」

で
す
。
子
ど
も

達
が
滞
り
な
く

学
校
生
活
を
送

る
為
に
、
先
生

方
が
特
性
に
合

わ
せ
て
教
材
を

準
備
し
て
い
る

の
で
す
が
、
そ

の
一
部
を
請
け

負
っ
て
い
ま
す
。

作
業
を
し
な
が
ら
、
私
達
保
護
者
な
ら
で

は
の
子
育
て
の
嬉
し
い
出
来
事
や
不
安
や

悩
み
の
共
有
が
で
き
る
事
を
活
動
意
義
に

し
た
保
護
者
の
集
ま
り
で
す
。
時
間
の
拘

束
や
作
業
の
ノ
ル
マ
は
な
く
、
お
し
ゃ
べ

り
だ
け
の
参
加
も
大
丈
夫
で
す
。
ど
ち
ら

の
会
も
小
・
中
・
高
の
学
部
を
超
え
た
保

護
者
が
交
流
で
き
る
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
活
動
が
紙
面
だ
け
に
な

る
事
や
中
止
と
な
る
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、

二
つ
の
会
は
形
を
変
え
な
が
ら
も
会
を
受

け
継
ぐ
保
護
者
の
皆
様
の
温
か
い
心
の
火

が
灯
り
続
け
、
今
年
度
途
中
か
ら
再
開
が

叶
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
本
校
の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
は

「
つ
な
ぐ
」
で
す
。
そ
の
言
葉
通
り
子
ど

も
達
を
中
心
に
、
学
校
と
保
護
者
、
保
護

者
同
士
の
つ
な
が
り
を
い
つ
も
大
切
に
考

え
、
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
達
の
笑
顔
や
成

長
に
つ
な
が
る
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

＜有志の会での作業風景＞
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香川県高等学校PTA連合会推薦 高校生総合保障制度ご案内
　県高P連が推薦する当保障制度は、生徒さんの24時間のケガ・
病気の補償はもとより、期せずして自転車事故の加害者となって
しまった場合の賠償金も補償されます。過去にも自転車事故や扶
養者の不慮の事故などで数千万円の保険金支払いがあり、当保障
制度により子供さんたちやご家族の経済的・精神的負担を和らげ
ることができると思っています。是非、この機会にご加入を検討
いただけますようお願い申し上げます。

パンフレット配布スケジュール

在校生は、終業式または始業式など、
新入学生は、合格説明会などで配布されます。

第一次募集締切：2024年3月31日（日）

補償（保険）期間：2024年4月1日（月）
　より１年間

※卒業まで自動更新

S-240278（2025-02）

令和６年度  主要行事予定案
5月23日（木） ●第1回定例理事会（高P連・振興会）

＊上記の行事以外にも新たな行事を実施する可能性があります。理事会等で審議
　のうえ、実施可能になりましたらあらためてご案内いたします。

6月11日（火） ●PTA活動推進功労者表彰式・高P連総会並びに
　教育振興会定時評議員会・第2回定例理事会

7月12日（金） ●第66回中国・四国地区高P連大会高知大会
　（1泊2日の高P連プランをご案内します）

7月25日（木） ●第2回定例理事会（高P連）・第3回定例理事会
　（振興会）

8月22日（木）・23日（金）●第73回全国高P連大会茨城大会
　（2泊3日の高P連プランをご案内します）

2月13日（木） ●第3回定例理事会（高P連）・第4回定例理事会
　（振興会）

10月18日（金）・19日（土）●第29回大学・専門学校訪問研修会（神戸方面の5
　校を訪問予定。8月初旬にご案内します）

11月9日（土） ●第2回県内大学・短大合同進学説明会

P T A  N E W S

●「香川県高等学校等PTA広報誌コンクール」応募受付開始！（令和6年3月1日～ 3月22日）
●令和6年度「知事・県教委等への要望内容」及び「振興奨励費助成金」の受付（令和6年4月1日～ 5月15日）

高Ｐ連より

祝　表　彰
～おめでとうございます～

令和5年度優良PTA文部科学大臣表彰（団体部門）

高松支援学校

　
12
月
９
日
（
土
）
、
か
が
わ
国
際
会
議

場
に
お
い
て
、
「
第
１
回
県
内
大
学
・
短

大
合
同
進
学
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
４
月
に
、
設
立
さ
れ
た
「
大
学
・
地

域
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
香
川
」
と
連

携
し
た
事
業
で
、
生
徒
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

や
進
路
実
現
の
支
援
、
各
大
学
・
短
大
の

特
色
や
改
革
の
動
き
の
紹
介
を
目
的
と
し

て
実
施
し
ま
し
た
。

　
第
一
部
で
は
、
代
々
木
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大

阪
南
校
主
幹
研
究
員
で
あ
る
山
根
正
義
氏

か
ら
、
「
保
護
者
の
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
ガ

イ
ダ
ン
ス
」
と
題
し
て
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。

　
講
演
で
は
、
最
近
の
大
学
改
革
の
動
向

に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
た
あ
と
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
な
ど
人
間
力
を
多
面
的
に

評
価
す
る
入
試
の
増
加
を
踏
ま
え
、
高
校

時
代
は
部
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
の
社
会
活
動
を
大
切
に
す
る
必
要
性
を

強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
香
川
県
内
に
は
ほ
ぼ
す
べ
て

の
学
部
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
大
学
時
代

の
学
び
は
県
内
で
ほ
ぼ
完
結
す
る
こ
と
や
、

県
内
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
展
開
や
大
卒

者
の
就
職
状
況
な
ど
、
進
学
の
際
に
調
べ

て
検
討
す
べ
き
内
容
の
ご
指
導
が
あ
り
ま

し
た
。

　
最
後
は
、
大
学
・
学
部
決
定
に
際
し
て

は
大
学
へ
の
憧
れ
、
興
味
関
心
、
将
来
の

職
業
の
３
つ
を
中
心
に
考
え
る
と
努
力
す

る
よ
う
に
な
る
こ
と
や
、
親
子
で
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
行
く
べ
き
で
あ
る
こ
と

な
ど
、
保
護
者
向
け
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
た

く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
２
部
の
「
大
学
・
短
大
に
よ
る
説

明
」
で
は
、
県
内
の
８
大
学
・
短
期
大
学

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
特
色
や
教
育

方
針
、
設
置
学
部
・
学
科
の
教
育
内
容
、

入
試
制
度
、
奨
学
金
制
度
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
ア

ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
て
独
自
色
を
出

し
た
紹
介
と
な
り
ま
し
た
。
キ
ャ
リ
ア
ガ

イ
ダ
ン
ス
と
し
て
高
校
時
代
に
身
に
付
け

て
ほ
し
い
力
や
高
校
生
活
で
取
り
組
ん
で

欲
し
い
学
習
や
活
動
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ

ス
も
多
く
の
学
校
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
説
明
会
の
詳
細
は
高
Ｐ
連
の
Ｈ
Ｐ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
今
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
を
も
と
に
、
来
年
度
以
降
よ
り

充
実
し
た
研
修
会
に
な
る
よ
う
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　
10
月
20
日
（
金
）
・
21
日
（
土
）
の

『
第
28
回
大
学
・
専
門
学
校
訪
問
研
修

会
』
に
保
護
者
・
教
職
員
等
66
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
今
年
は
「
日
本
一
シ
リ
ー

ズ
」
の
テ
ー
マ
で
、
次
の
４
校
の
先
進
的

な
取
組
み
を
学
び
ま
し
た
。

大
阪
公
立
大
学
（
杉
本
キ
ャ
ン
バ
ス
）

　
令
和
４
年
度
に
大
阪
市
立
大
学
と
大
阪

府
立
大
学
が
統
合
し
て
誕
生
し
た
、
統
合

校
と
し
て
は
日
本
一
新
し
い
公
立
大
学
で

す
。
入
学
定
員
も
公
立
で
は
日
本
一
の
大

学
で
す
。

近
畿
大
学
（
東
大
阪
キ
ャ
ン
バ
ス
）

　
一
般
入
試
の
総
志
願
者
数
が
10
年
連
続

日
本
一
に
輝
い
た
、
15
学
部
49
学
科
を
有

す
る
日
本
最
大
級
の
総
合
大
学
で
す
。
世

界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
全
国
私
大
１
位

で
す
。

辻
調
理
師
専
門
学
校

　
「
料
理
界
の
東
大
」
と
言
わ
れ
、
「
世

界
三
大
料
理
学
校
」
の
一
つ
に
数
え
ら
れ

ま
す
。
プ
ロ
仕
様
の
設
備
が
揃
う
実
習
室

を
見
学
し
、
著
名
な
先
生
の
料
理
講
習
会

も
体
験
で
き
ま
し
た
。

大
阪
工
業
大
学
（
大
宮
キ
ャ
ン
バ
ス
他
）

　
実
就
職
率
が
関
西
私
大
で
14
年
連
続
一

位
で
、
日
本
唯
一
の
知
的
財
産
学
部
を
設

置
す
る
大
学
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
学

校
で
の
研
修
成
果

の
詳
細
は
、
高
Ｐ

連
の
Ｈ
Ｐ
で
紹
介

し
て
い
ま
す
。

【
第
１
回 

県
内
大
学
・
短
大
合
同
進
学
説
明
会
】
開
催

第
28
回
大
学
・
専
門
学
校
訪
問
研
修
会

「
大
学
・
地
域
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
香
川
」
と
の
連
携
事
業

県内大学・短大合同進学説明会、第28回大学・専門学校訪問研修会
第５回香川県高Ｐ連研修会報告
新規高Ｐ連助成事業の報告
キャリアデザイン研修（高松短期大学）
キャリアデザイン研修（四国学院大学）
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